
 企業は、災害等により重要な事業を継続できない場合に備え、常に必要な対応を求められるとともに、

その対応の是非がその後の事業活動の成否に重大な影響を及ぼします。

 そこで、経営者は自らが責任を持ち、平常時から事業継続能力の強化に取り組む必要性とメリットを

理解し、相応の時間と労力、資金を投入して、何が起こっても事業を継続させる意思を持ち、その実現

に努力する必要があります。

 事業継続の取り組みは経営者が率先して取り組むべき重要な経営課題であり社会的責任でもあります。

【企業防災対策チェックシート】
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毎年、9月1日は「防災の日」

三島工業団地協同組合

8月30日(火)～9月5日(月)は「防災週間」です。

 自社の防災対策はどの程度できていますか？ 以下の内容はごく基本的なものですが、自社の状況に

 合わせて優先順位を決め、できることから準備していきましょう。

【従業員などの生命、身体等の安全確保】 □ 建物や設備の点検を定期的に行っている。

□ 防災担当者がいる。 □ 避難経路を確保し、定期的に防災訓練を行っている。

□ 想定される被害を把握している。 □ 地域と連携を取っている。

□ 災害時情報を得る手段を把握している。 □ 地震発生時の行動について全従業員で情報共有している。

□ 消火器や火災報知機、スプリンクラーなど二次災害を防 【通信手段の確保】

  ぐ対策をしている。 □ 衛星通信など災害発生時の通信手段を複数確保している。

□ 従業員を救出するための道具を用意している。 □ 携帯電話などを充電できる非常用のバッテリーを準備して

□ 安否を確認する手段が決まっている。   いる。

□ 災害時、全従業員の帰宅方法を把握している。 【事業の継続】

□ 全従業員の避難先を把握している。 □ 事業を継続する方法を把握している。

□ 全従業員の家族の安否の確認方法が決まっている。 □ 事業継続のための組織体制を整えている。

□ 食料を社内などに備蓄している。(最低3日分) □ 復旧に必要な資材や機材を把握している。

□ 定期的に備蓄品を確認している。 □ 目標の復旧時間が決まっている。

□ 医薬品を社内などに備蓄している。 □ データの管理方法が決まっている。

□ 落下防止対策をしている。   自治体の災害時ローンを検討したりしている。

□ 簡易トイレを用意している。 □ 重要なデータや管理・運営しているウェブサイトの復旧

□ 毛布やマスクなどを用意している。   手段を把握している。

□ 建物内の危険個所を把握している。 □ 被災時に備えて保険や銀行の災害時融資を予約したり、


